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空から見た沖ノ島



序

宗像大社の御祭神であります宗像三女神は記紀にあります如く天照大神の

御子神でありまして、大神の御神勅を奉じて天孫降臨に先立ってこの宗像の

地に天降り、天孫の婚國の偉業をお助けし、皇室をお護りして平和な国を築

き、その安泰を守護するという国民道の鑑を示されて宗像に鎮座し、世々皇

室をはじめ全国民の篤い聰崇を受けてこられました。

このことは日本蓄紀より三代実録に至る六部の国史書その他の歴史書の各

所に宗像大神勅祭の記載があり、又京都御所内に延暦14年頃に皇居鎮護の神

として宗像大神が祀られ、今日全国津々浦々の6千2百余の神社に宗像大神

が奉祀されていることでも明らかであります。

その総本社であります宗像大社は福岡県宗像郡玄海町田島の辺津宮、海上

11粁にある大島の中津宮、 60粁沖にある沖ノ島の沖津宮の三社からなる規模

雄大なお社であります。

本期成会はかねてよりこの宗像大社の御復興の一事業として社史の編簗を

進めておりますが、昭和29年5月沖津宮の調査の必要を感じましたので、玄

界灘の神島として古来深い崇敬と信仰を受けております沖ノ島に学術調査団

を派遣いたしました。 その折はからずも千古不伐の森厳なたたずまいの沖津

宮周辺の巨岩地域に古代祭祀遺跡群が発見され、爾来昭和33年9月までに第

1次、第2次合わせて 5回にわたり調査を実施いたしましたところ、この追

跡群は出土した厖大な量の崇華な祭祀遺品と出土の様子よりして、 4~6世

紀に大和朝廷によって国家安泰の祈願をこめて国をあげて営まれた大祭祀遺

跡と判断されました。

この調査の結果は昭和33年と昭和36年に本会より発行しました 「沖ノ島」

「続沖ノ島」にて報告いたしましたとおりであります。

その後各方面の調査研究の進展に伴い沖ノ島を再度精査する必要を生しま

したので、本会においては関係各位の御了承と御協力をいただいて昭和44年



4月より現地の設営と測品を進め、 10月初旬に第3次第 1回の本調査を開始

いたしました。 10月中旬には三笠宮殿下が現地を親しく御視察になられ、調

←杏隊 •同に御激励の御言葉を賜わる光栄に浴しました。調杏は連日咽励する

隊員ー同の敬神の念と 、親和の心の発露に大神の御啓示があってか、順調

に進捗し、未発見の逍跡、質韮な逍品が次々とあらわれ更に祭祀の時代の幅

も大き〈拡がり 、国史初に見える勅祭の場と想定されるまでに遺跡の姿は壮

厳雄大なものとなってまいりました。

本会といたしましては、この造跡を粕脊して悠久の古より世々朝野をあげ

て宗像大神をお祀りした姿とその心を把押し、わが国体の精華であります神

と皇室と同民の戸位・—•体の深遠なti：古の歴史を明らかにし、以て宗像大神の

御神徳を宜掲申し上げることにこそ大札御復輿の真の意義があると存じます。

しかしながらこの調杏は逍跨の規模の雄大さと意義の軍要なることを考えま

すと --•復興期成会の平業の範囲を超えた 、 まさに国家的大事業でありますの

で、今後一席の努力をはらって1羽煎な調杏を継続実施する所存であ ります。

何卒関係各位には変らぬ御指森御協力の程お頓い申し上げます。

なお沖ノ島は何分にも浪荒き玄界灘の衷只中にある交通不便の孤島であり

長期滞在し潤杏を進めることは非常に困難な現地の環境でありますので、調

杏は筍：年天候不順な時期を除いて寿秋2回実施することといたしましたので

報告の完成まで今後相当の年月を要するものと存じます。

従 って各回の調杏の内容はその都度概報を作成することとし、今般昭和44

年4・ 5月の予仙調布及び10月の第 1回謂杏の概報を作成いたしましたので御

高腕賜りた〈存します。

Il(｛{1145イI'-8 Jl 1「I

宗像大社復興期成会

会長出光佐三
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空から見た;；・；像大社

ー 罹周査 再開にいたるまで

沖ノi:、';は玄界灘に浮かぷ絶悔の狐島で、 東西約1km、南北約0.5km、周囲約4kmで、その

中央の一の岳はiifji)i.243. 1mをはかる。11行天のHには西方には対馬 ・店岐を、束南には大

島や宗像本土を望むことができ、明治38年 5月27HのH本海々戦は同島沖で行なわれ、当

Rの大ti-．の日誌に海戦の詳細な目限記録があるのは有名である。この沖ノ島は宗像大社の

御神域で、その西南小腹の原始林の中に大社の沖泊宮が祀られており 、その素敬は悠久の

古より現在にまでつづいているn

この沖沖窮附近に古代の祭祀遺跡があることは江戸時代に貝原益軒・が記し、'i，i柳種侶は

実際に ，I］に渡っ て踏•在し、 明治・大．TF．時代にil：藤」下證・柴田＇常悪氏らが ti:．慈したところであ

った。戦前には1叫 l幸夫 ・悲元岡氏らのIJ.¥j杏があり、 この島の爪要性が確認されていた。

昭和29年宗像大中1：復即期成会の・事業として朴史の編級が行なわれている際、沖ノ島の

現地潤布が介ji]1jされ、この年の5月と10月に小島鉗作氏が団長、鏡lll猛氏が現地主iT：とし

て調．． 介の任にあたり、古代祭祀逍跡は沖ilt向を中心に南北にわたって集団になっているこ

とが明らかにされた。昭和30年6月には船約場のすぐ．卜にある牡務所前のfliかな平地の追

跡を調在し、10月には逍跡全般の：／j頁撮影 ・地形図のiiliTF．を行ない、

33年3月 「沖ノ島」として刊行された。

これらの成果が昭和

2 
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昭和32年8•月及ぴ翌33年 8 月には第 2 次，凋1t が行なわれ、 jiij同未調．介であった 8号迅跡

の調在と巨岩群の最も高所にある I号口料のまわりの16、17、18、19号逍跡の潤ー1tが行な

われた。 17号沿跡からは石釧 ・j|i．恰石などの祈製昴や鏡21Htiなどが発見され、この祭祀は

4 ·11):•紀末より 51ll：紀のものと想定されなこの池1在の成果は「続沖ノ 1,‘・’i」として昭和36年

刊行された。

沖ノ島の祭祀沿物は玄悔町ln ，Iヽ•.';にあるぶ像大ネ1.iu;191外にうつされ、FI:．にとして一・話指定

を受け、現在辺ii'窮内の：i；：物館に収ii成1}｛示されている。

第 1 次 • 第 2 次潤1t以降 、 1数年の,;；Ji'.JI が流れ 、 ll.＇汁Ji神ノ l,M It卜 と称する鏡や1i製品が

福岡市内にあらわれることがあり 、 われわれの心を1ifi ましめた。 又；；•;像4ゞ卜 も急、速に IJf.J 発

の手が進められ滋跡のあらわれることが少なくなかった。神液 ・奴111・クi'［多Illより‘I;［地訊

に至る前方後1Ijjitltr：は9i・；像の古代裟族、磁像社の如It城と考えられるもので、この学術，淵

ィtも開発に先．立って）叫1,実施しなければならなしヽことである。 こうした状況の,,,で沖ノ1,．9,i

の学術調1tが新たに各方而より要叩されるところとなった。9は1象大社2lf;．ぴに本会としては

御社殿の修復、御神域の拡允虹各hiiii 1.jilii と ：•If;．行して再ぴこの問題をとリあげ、文化/·j' . 福岡

県 ・ 福岡県教育委員会その他l.ll係各界の御了承を得てが像大社、 JL州大学文学存II•巧古学研

究室、鹿島建設、：I'，光美術館、その他の関係者 と中II窃りが像大社沖津向祭祀遺跡i:jff隊を

結成し 、 隊長として岡崎敬、 i,'jlj隊 長 として小11 1;,；仁l ：雄 • 松見守道があたることにな っ た。

17号遺跡における鏡 ・刀剣 ．TiJJII等のilば．状況（第2次閤．杏）

4
 



II 調査生活の記録

1 第 1回予備調査 （昭和44年 4月2El~ 7日）

このたぴの予備調究は測緑 ・森材 ・設営の準iiijを目的とし、本会より理事lli光泰亮、宗

像大社より宇都宮 ・ 斎藤両神職、鹿島建設九州支店より日隈 • 吉村 ・ 岩本、出光興産より

小野、出光美術館より松見 ・末松(I有）が参加した。松見は新たに考案した祝波金屈探知機

を試験のため携行した。

4月1Fl大島に渡り中i翡内にて渡！贔の祈原ii祭を行ない、翌21-j未明漁船にて大烏港を出

迷し、荒浪にもまれて10時すぎ沖ノ島に到滸した。直ちにtit例のifli:水による「みそぎ」を

行なって中食、少憩後沖沖向に参拝し、り1続き地形の探．杏を行なう。船滸場すぐ土にある
L II L 

杜務所横より）原始林を分けて西南嬬の柏崎の綽 ・時化知らずに到り、そこより束北進して

大麻畑の谷を越え、急坂を」••っ て i呼l！宮附近の祭祀追跡に出る。更に落業に埋れ崩れかか

った細い道をたどって頂」．．の燈台に土る。下りは通称奥の院と呼ぶ巨岩の下より祭祀遺跡

の束側を流れる前金谷を下る。巨岩累粕する間を氾い登りすぺり落ち、原始林の中を悪戦

i’t「I紺して海岸にたど りつし、た。

3 R は夜斗‘•より吹き II'1 した雨まじりの風の I|＇を前 11 と同 じ〈 柏崎方而及ぴ祭祀逍跨地域

を探究し測磁範囲の概略を決める。

4日は離島の予定であったが、前日米の風雨はますます強くなり、遂に迎えの船は大島

を出沿不能との無線連絡が燈台経由で入ったので、調究を続行することとした。午前中は

岡金谷の巨岩群を踏在し、午後は大麻畑の旧陸軍守備隊兵舎跡を調ぺ、谷間の巨岩群を登

って沖沖宮にたどりつき、午後4時過ぎ全員疲れ果て、 5号遺跡前の路」．．．で休憩をした。携

行した誼波金屈探知機は度々試験を行なったが、何分にも試作品のため使用法にもなれず、

調子も悪かった。 たまたまこの休憩中に前同の調．杏に参加した宇都宮神職が巨岩の蔭で行

なわれた古代の祭祀形式について語りはじめた。その話にひかれるように、又小野の5号

逍跡で試験をしてみてはとの勧めもあり 、松見が探知機の調整をやり直し、何かに魅せら

れるように道蹄すぐ傍らの岩蔭の地表に探知機のリングを当てた。 しばら〈探知を紐返し

ていたが、突然探知機のメ ーターが反応を示し、レシーバーに大き な音がした。全貝ハッ

として腰をあげ、日隈が更にレシーパーを取り音を確認した。 数 ヶ所の中で最も反応の強

い個所に吉村が竹箆を突刺したところ、 1／紺蝕土の下に確かに手応えがあった。浄かに周囲

の表士を取り除いて行〈と深さ20cmのところに蔀暗い岩蔭に金色燎然たる龍頭ー一ーその時

5
 



伸力を発揮した池波金屈探知機 金鉗製龍頭の出土状況

は金の銑と、思ったー一ーが現われた。探知機を当てると隣接個所にまだ反応があり、掘り拡

げると同型の龍頭が更に— •イl朴視われ· •対とな っ た。 · •同息をのんで声もなく唯駕くはかな

かった。

今回の予イiij調介は資材 ・ 測品 ・ 設菌に関する1温周ぺで、発掘調←在に関 し ては一•りJ行なわ

ない事を1泉則としていた。天似悪化のため迎えの船が大島出沿不能となり離島が延ぴたこ

とといい、池波探知機の調子がその時にたまたまil？常に戻ったこと といい、1れなる1/J拷然の

重なりではない何かがあってこの龍頭は出現したと しか名えられなかった。

考古学関係者がいないため、この龍頭の処散を如何にすぺきか中11,i炎を行なったが、この

出土は調．介の再l}~J を急ぎ具体化する重要な査とせよとの神寇の顕れと感じたので、神に感

謝しつつその出土状況を写真に撮り 、龍頭を採り上げた個所には埋没状態の19lJるように夫

々に竹を埋めて辺津宮までお移しすることにした。

5 日、 6 日 は依然として風は吹き荒れ、迎えの船は米ない。 やむな〈 ~i·idl,；女11,ii 、炊1,；場

食堂等の賂備を行なった。 2泊の予定が4泊となった為に携行した食糀も9氏をつき、米は

避難中の樵船に分けて買ったが、副食は漁船が出淮出来ないので魚は分けて］＇ tえず、罐詰

もなくなったので、山に入ってふき ・つわぶき ・き〈らげを採り、やまごぼうを掘り 、幣

油が無いので塩で煮て作った。動物性蛋白質がないので島の唯一の住人？であるオガチ（オ

オミズナギドリ）を食う話が出た位であった。
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この分では風が止んでも当分はうねりの為大島から迎えの船が米るのはむづかしいと判

断し、風のややなぐのを待って避難中の漁船に頼みこみ、 7日朝IO時、沖ノ島を出発した。
こ人ば＇`＇

途中激浪に翻弄され、全貝疲労困懲して午後 3時すぎようやく神湊に辿り焙いた。

2 第2回予備調査 （昭和44年 5月8H~28l」)

このたびの予1iii調ftは沖ノ島西南部の測祉と 、これに1i.行 して同地域内における追跡を

探．介確認することにあった。

岡崎隊長、小旧 ・松兄i,ill隊長以下学術班5名、 9伐像大社3名、11い扁建設4名、出光美術

館4名、特別参加者4名の計23名が参加し、5Jl 8 1:1午iiii8時神湊を加むし11時沖ノ島に

到硲、賽材食糀の荷揚げ、街舎整理を行なう。

沖ノ島11'，土の条Ill形銅矛

（致道t,!i．物節保符）

9日から全員で大麻畑、沖lit宮、黄金谷一帯を踏査した。

大麻畑の束にある旧兵舎跡の上にも巨岩群があるが、いまの

ところ祭祀逍跡と認められるものはない。戦時中この辺りに

陸軍が駐屯し、兵令などをつ〈 っていた。その折に発見され

た細）f多銅矛は現在山形県飴岡市の致道栂物館に保管されてい

る。大麻畑から社務所一幣にかけて黒曜石が散布しているが

追跡らしいものは見当らず、前記銅矛のこまかな出土地点も

確認することは出米なかった。

社務所束側の無池塔から少し登った所に平坦部があり、こ

こに縄文土器片が散布している。社務所前の平坦地は一部前

回濶査し緬文 ・弥生式土器が出土しているが、このあたりは

更に枯査する必要がある。

船済楊から社務所に上る迂l亘l路の梅に而した）滋頭に鉄鎚と

土tili器があらわれているのを発見した。これは崩れ落ちる状

態にあり早急に調在する必要がある。

島のiLii齢曲の柏崎の外では黒耀石片と）弁製石斧が採梨され

た。この石斧は手法からみて縄文時代のものである。往時

「時化知らず」の呼称のつけられている所から少し上るとやや

平坦地があり、ここは深〈雑草に覆われているが、生活面の

とれる楊所である。 5月23日には船で烏を一固したが、島の



北側面は峻険で断崖が海にせまっていて逍跡の立地には全〈適していない。従って先史II寺

代に島の西南部のわずかな平坦部に人々が住み、これは今も昔もかわらぬものがある。

巨岩の累積しているところは、品の西南側面の比較的傾斜のゆるくなった地域にあり 、

沖津岩を中心とした地域、黄金谷、旧兵舎跡裏の三つがある。黄金谷、旧兵舎跡衷は祭祀

造跡とみるぺきものはな〈 、その中間に位磁するやや平坦地のある沖津宮を中心とした地

域が祭祀(/)楊所として選ばれやすいと思う。

地形il!lliItは5月101:1よリH隈が指揮し連日透視のきかぬ／原始林の中をくぐり、 崖をよじ

登り、巨岩をかわして梃具難乎亨'i(/)i!!ll罰を爪―．ね、 5月23Hまでに東は沖il9窮地域より西は大麻

畑から}(l綺(/)i＼まで約20万坪(0.66 km')を兵令跡の碁礎をペンチ ・マークとし絲i尺 500分

の1でゲ¢了した。沖ilt窮地域の巨岩地域その他の精密測批は本瀾介時に調査と平行して行

なうことになった。
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5月2311までは大 した風由に会わず作業も順調に進んだが、 241::1は大時化となり作染も

,'I¥米ず、 25・ 26 I―lと設＇営の撤収を行ない 、261::lは全員で沖沖函周辺、参道のii'i・船を行なう。

271」はII本ii,j々 戦(l)11,1IIで、沖iIt窮の現地大祭1」であったが、時化のため参拝団の渡島

も取り l|．めとなり、全員1ti令でH禾ll待ちをした。

5月28H午iiij10時半、漁船 2隻に釆船し船途につき、午後2時大島i巷に入港、中津盗神

職；j•；像氏の II \迎えを受けた。 少憩後使船にて神液に船箔、 直ちに辺沖宮に参拝し閤壺1.「：務

を元了した，9

3
 
第3次第1回沖津宮祭祀遺跡調査 （昭和44年9月28日～IO月201:1)

第3次第 1回の祭祀遺跡の調究が昭和44年10月5日から開始されることに決まって、松

見副隊長以下19名の先発隊が各種資材と共に 9月27日出発の予定であったが、天候不良の

ため 1日延期し、 28El 午前 9 時45分神液を1ij•出した。 梅上は風はおさま っ たが、昨日来の

余波がひどく、船は白浪にもまれて船には自イ日のある先発隊員も小さな漁船J.:で、必死に

なって荷くずれを防ぎ、いささかグロッキ一気味となったが、午後2時すぎ無事沖ノ島に

到消した。、早速査材の荷怜げと設営にかかったが、今回は三．笠宮殿下が現地御視察のため御

• 米島になる予定なので、その宿舎準備の査材もあり、氷大ハウスの職人 4 名共々荷楊げはII寺

間を要し、作業を終ったのは午後 8時すぎであ った。

1
 J.
`

．,

．
 

~
 

．．
 
』

荒天をつき玄芥滑の荒海を沖ノ島へ渡る

，
 



翌29日から10月5日までは調壺全般の準備が一潟千里に手際よく進められた。給水 ・給

食 ・就衷施設の準価をする者、携行したプレハプ住宅を建設する者、今回調査を予定した

5 ・ 6号祭祀遺跡と社務所前縄文 ・弥生時代遺跡の調査準備や測祉をする者等々、各自に与

えられた任務に随って作業は進められ、秋の好天気に恵まれて子期以上の成果が挙っ た。

5日は岡崎隊長以下の本隊が来島する予定であったが、あいにくの時化模様となり出発

延期の連絡が無線でもたらされた。空は青一色の秋晴れであるが、この時期玄界灘特有の

モンスーンが吹き、海はいよいよ荒れ、一面の白波となって本隊の船を寄せつけそうにも

ない。遂に夕刻に至って本隊渡烏の見込が立たないため、先発隊員だけで予定造跡の調査

をはじめ三笠宮殿下の御視察に対する準備をすすめよ、との無線連絡が本隊から届いた。

6日7日と同様の時化が続き、本隊の渡島はり1続き延期された。 5日に離島予定の先発隊

只中の8名は、7日沖ノ島築i巷工事の黒瀬組残留者と共に荒天をついて沖ノ島を去ってい

った。

8日久しぷりに荒天はおさまった。正午近く岡崎隊長以下本隊11名と西日本新聞社溝口

記者が来畠し、この船便で先発隊貝 1名が離島した。これでいよいよ作業は核心に入って

行く態勢になった。

この日先発隊が調査に沼手していた 5・ 6号遺跡から唐三彩片 ・金銅製品 ・雲珠等の珍

らしい祭祀逍品が続々発見され、隊只を心から←料ばし励ましてくれた。その夜のミーティ

ングはこれ等を中心に大いに話がはずんだ。

かくて 9日10日と調壺は滞りなく進み、 10日には松本雅明氏 ・小田副隊長 ・柳田康雄氏

が加わり調査は一段と威力を加えた。

11日は待望の三笠宮殿下御一行13名が海上保安庁の巡視艇「いそゆき」で来島された。

海水でみそぎの後、沖津宮に御参拝になり引続いて頂上の燈台に登られ、随伴の老神職佐

藤市五郎氏 (82オ）より、16オの折この望棲より目撃した 日本海々戦の模様をお聞きにな

られた。下って5・ 6号遺跡に至り、長時問作業状況を御蔑になり、更に宇都宮神職の案

内で密林を分け、オガチの巣穴に足をとられながら柏崎の鼻 ・時化知らず ・旧兵舎跡等諸

所を踏査された。

殿下には狭い節易宿含にお泊りになり、毎食魚々々の単調な隊員の科理もおいといにな

られず、 11・ 12日の夜は隊員のミーティングに御出席いただき有難いお言葉を賜わり、又

同席の小山猛士夫 • 松本雅明両氏からも有益な所見が述べられ、隊員一同の感激は一入で

あった。
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5号造跡を視察される三笠‘i;｛殿下

13日は未明に御起床になられ、山に登って日の出を迎えられ午前8時福岡に向けお迎え

の巡視艇で離品されたが、その直前に棧橋上で隊貝ー同と共に記念撮影に臨まれたことは

光栄の至りであった。

風の吹かぬ日のないこの玄界灘の孤島で、殿下御滞在の3日間は風もな〈晴天が続き、

恙なく御視察の予定を了えることの出来たのは只々神の御恵みと感謝した。

その後調査作業は天候に恵まれて順調に進捗し、多数の出土品に恵まれて10月20日まで

続行された。社務所前造跡から無数の縄文 ・弥生式土器片及ぴ石器等が出土し、正三位社

前の崖頭から九州ではじめての完全な鉄鎚が出土し、 5・ 6号の祭祀辿物に錦上花を添え

たことは長い調査期間における隊員の労苦に報いる大きな収獲と喜ぴであった。

かくて第3次第1回の調査は所期の目標を達成し、 20日早朝沖津宮に詣でて漁船2隻に

分乗し沖ノ島を離れた。帰路は少々浪にもまれたが梢荷も少な〈船足も速〈予定通り神湊

に帰着、午前11時より辺津宮にて報賽祭をとり行ない、恙な〈その任務を終了した。
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小山＇iふL·夫氏の/;Ifご．彩の説lりj をお Iii•l きに

なる殿下、後は松本熊本大浮教投

社務所横、縄文 ・弥生時代遺跡で岡崎隊長より説明をおl:lllきになる殿下
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III 大 島 ・沖ノ島について

訊象大社 :•j,:fi1r1:'1· }・;, 

点藤 1·•;,:

宗像大神の鋲座地として古い由緒に裕む宗像地方は筑前国の束北部に位し、本州から九

州に入る門戸の要衝の一つに当っている。この地方は古来宗像と称せられ、はぽ昔ながら

の境域を占め束西21.2km、南北21km、総而梢174km八戸数1万3千有余、人口約6万人を

数え、行政上4ヶ町（宗像町 ・玄梅町 ・津屋崎町 ・福間町） 1村 （大島村）に区画され大

社の鎖座地は玄海町 （辺沸宮）と大島村（中沖宮 ・沖i翡且）にわたっている。

1 大島

大島は神湊より西北約11kmの海上にあり中沖宮の銀座地である。現在定期連絡船が神湊

との間を 1日夏7回冬6回往復し、 t枷上約30分にして大島の波J|：場に迷する。

東西3.2km、南北1.7km、而梢3.7km'、周囲約15kmである。この島は次に述べる沖ノ島を併

せて大監村と称する。従米内陸と離れていたため、諸事とか〈不便で発達が遅れがちであ

ったが、昭和28年10月離島としての島民の生活安定、産業の振興を図る離島扱輿法の指定

を受け、電力は陸地より森入され、目下漁港の克各備が進められ避難沿が完成している。

島内は本村 ・宮崎 ・岩瀬 ・津和瀬のIIり区に分れており、北及ぴ束湘岸は断槌多〈奇巌に

富み、所々湾形をなしたところに小峡がある。北西の突出したところを神崎といい、宗像

大神降臨の地とも伝えられる奇勝地で、その後方の山頂に大島燈台がおかれている。北海

岸で船焙きのできるのは岩瀬だけであって、ここから本村までは島を南北に横断する道路

が通じている。岩瀬の海浜近〈の断崖の上には沖tl：宮遥拝所があり、天気睛朗のElにはtf,j:

上遥かに沖ノ島の神々しい姿が拝される。

大島は樹林うっそうたる岳陵地帯が多〈、その最；i=:j峰は御臥(217m)で、ここには中tlrg

境外姫社御嶽神社がある。島の山地は534町(5.3km勺裳耕地は81町1段(0.88km')で米牧以

外は自給可能といわれている。島の南々西岸のほぽ中央に波止場がある。この附近を中西

というが、島の主要漿落である本村はここから海岸に沿って束の方に存する。本村の東に

宮崎の小衆落がある。全島戸数372戸、人口1,489人で、漁業190戸、農業169戸、残りが脱

業その他である。島民所有船舶は180隻で、沖ノ島1i付近への出漁が最も盛んである。

中津宮は波止場から西方300mの海浜にせまった丘陵の上に鎖座される。ここは梅をへだ

てて宗像の山野を一望に収めることができる呆勝の地である。境内北束の地つづき一帯を

「ろくどん」というが、ここは旧境内と考えられ、祭祀遺跡が存し、御嶽への登山口に当っ

ている。
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沖津宮の絵回（明治8年）
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沖ノ島

沖ノl]は神湊より北々西60km、玄界灘のただ中にある東西1km、南北0.5km、周囲4kmの

孤島である。一望千里の狩涙の中にただ一つ屹立する森厳な島の姿は人をしてそぞろに神

の宿りますことを感ぜしめずにはおかない。古代より今日まで神聖視され、ー名不言島（お

いわず） とも呼ばれているが、これは島の様子については口外しないとの意味であり 、士
{

た一木-•草といえども島外に持 ', 1 i すことを許さぬタプーが今日も守られている。

沖ノ島近湘に出漁する大島の人々は、この神島に対して強い信仰を抱き、
，．A ;と9f

おけるい〈つかの忌詞も伝えられている。沖ノ島に渡る人々は大島で潔斎しこの島に上陸

またこの島に

するに当って海水で「みそぎ」をしなければならず、女人禁制は現在も変っていない。

沖ノ島附近は西H本における有数の漁場で、県下や九州はもとより、中国、四国遠くは北

陸地方からt1i漁するものも少なくな〈 、漁期には波J|：場近くに設けた小屋に起居する者も

あるが、常時この島に居住する者は沖津宮奉仕の神職1名と 、沖ノ島燈台の職員3名の計

4名である。島の南西端に全島で唯一の船苅場があり 、この附近を御前（おまえ）と呼ぶ。

II麻1125年以来漁池築堤工事が行なわれ、波」t場はほぼ完成している。
みかどばしら

波止場から南東約1kmの海上に小屋島 ・御門柱と呼ばれる岩礁がある。御門柱は二つの

直立する岩からなり 、沖ノ島の鳥居に見たてられている。
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"さつみや

波止場を上ると「i屈津宮」の扁額のかかった一の烏居があり 、浜に沿って進むと崖下に二

の鳥居があり、ここから急な石段・を70段上ると100坪ほどの平地がある。ここに仮牡務所が

あり、その海岸崖頭に正三位社がある。社務所横よりうっそうたる森林の中の急な不規則

な石段を約300段登ると沖律宮社殿に至る。千古芹絨を加えない原始林の中に巨大な奇岩

・怪石が韮岱し、幽烏の声がこだまし、文字どおり神秘の翁境である。ここが古代祭祀逍

跡地域である。

3 沖ノ島出漁古老の話

河辺嘉十郎氏 明治30年3月25日生、大正2年 (16オ）頃より沖ノ島に出漁し、 Il{1

和42年まで鯛網をされ55年間漁業に従事した功労で表彰され、なお

永〈沖沖宮 ・1―1柑It宮の奉賛会長をされ昭和44年1司会長を辞せられた。

山口緊七氏 明治34年4月30日生、大正3年 (14オ）頃より沖ノ島に出漁し 4年

丸井八五郎氏

間沖津宮詰船に従事し、昭和44年まで56年間巻網漁に出樵し、現在

汎神宮 ・中沖宮奉賛会役員。

明治36年6月10日生、大JT.7年 (16オ）項より沖ノ島に出漁し、現

在もなお社(t業に従事し、その年数は50年にわたる。i’l’i1n;，； •中 tl9'：勾

奉賛会役貝。

往時、沖津宮の勤務は常時、主典1名 ・屑貝 1名 ・使夫1名とその用に供す詰船l隻（船

名は宮坂丸で代々詰船として従事した）。その乗組は船頭はか2名であった。勤務日数は60

日を限度として交代していた。なお燈台（当時は燈竿と称す）職員2名は30日を限度とし

て交代しており、その詰船1隻（乗組員は船頭ほか2名）には代々大和丸が従事していた。こ

れら神社 ・燈台の用をなす船を御用船とも称していた。

当時の船は帆もし〈は櫓を動力とする和船（帆船）で、風次第では相当の速力も出たとの

ことである。これらの船は大別して 3種に分かれ、 4尺型（幅4尺2・ 3寸）約 1屯、6尺

型（幅5尺5寸）約2屯、 7尺型（幅7尺以上）約4~5屯の3種があり 、最大クラスの7

尺型が御用船を務めていた。その船足は大島一沖ノ島の間を追風の時は4時間半～5時間

櫓使用の場合は日没から日の出まで約12時間を要した。妓悪の場合は一昼夜を要し船に交

代で眠り 、一晩中櫓を漕いだことは朋々であった。羅針盤は小型の磁石式で盤面の方位は

干支で記されており、大島から沖ノ島に向う時は乾の方向に、沖ノ島から大島へは巽に進

路をとり操船した。当時沖ノ島出漁の船は20隻位で、大島全体の所有船数は 100隻位であ

った。
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4 沖ノ島出漁季節 （船は4尺刑）

（秋 ・冬）10月～2月 100 B伯 乗員 3名釣及ぴ延縄漁

（春 ・夏）2月～6月 120日位 乗貝 2名釣及ぴ立網｀漁

5 漁船の変遷 （大島）

船種 年 代 動 力 述 力 大 き さ

和船 大正末まで 帆及ひ^ t魯 追風4~5時間 1~5屯

（帆船） 櫓 12時間

大正末より 大型焼玉 4時間半 4 ~ 5屯

機械船 昭和23年 小籾チャ ッカー 5時間 1~3屯

昭和24年より現在 ディーゼル 3 ~ 4時間 15屯以内（幅11尺）

昭和2年春、河辺嘉十郎氏は磁石式小牙＇！羅針盤の伝馬船に乗り 、6尺型の和船と 2隻で

沖ノ島に渡る折、午後1時無事沖ノ島に祐いたが、先に済いていなければならない和船が

着いておらず、大騒ぎの後、燈台より各所連絡の結果、対馬に方向を誤り漂着していた。

又山口賢七氏乗組の朝日丸は大島へ帰る際、網が推進器（プロペラ）に巻きつき、動きがと

れず、沖ノ島そぱの小屋島に激突し、ようや〈出航したが、壱岐の八幡港に渫箔するなど、

事故は頗る多かった。

このように大正末 ・昭和初期に船が機械船になっても 、沖ノ島への渡海は困難であり 、

今日の進歩した漁船でも、少し風が吹き海が浪立つと渡海を断念せざるを得ない状態であ

り、古代にこの玄界灘の絶海の孤島沖ノ島に渡ることは、どのような船で渡ったものか恐

ら〈想像を絶した至難の業であったにちがいない。

沖ノ島の避難湛
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沖油宮附近の密林と巨岩（下にみえる建物は沖沖宮）
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w 祭祀遺跡の調査

1 調査地域の選定

昭和44年4月及ぴ5月の綿密な予備調査によって巨岩群の祭祀遺跡は沖津宮を中心とす

る地域で、今のところ大麻畑や黄金谷の中には認め難い。先史時代の遺跡は港より階段を

上ったところにある社務所附近にかたまり 、烏の南西部の柏崎の鼻にも磨製石斧や黒曜石

が散布している。そこで今回は沖津宮附近の祭祀遺跡と、社務所附近の先史生活逍跡を調

査することにした。

社務所附近の先史生活逍跡は橘昌信、黒野姫、与小田寛があたった。この出土遣物は現

在鋭意整理中であり次の機会に報告することにしたい。

祭祀遺跡は沖津宮より上にある 5号 6号造跡を調査することになった。殊に 5号遺跡で

は昭和44年4月の予備調森の折に金銅製龍頭が発見され、地表には鍍金青銅金具などが散

布しており、これ以上放四してお〈わけにいかないものがあった。

6 号は松本婚 ・ 光枝房敏 ・ 中倉民男があたり 、 5号は佐田茂 ・ 伊藤査ニ ・ 柳田康雄 • 井

上団平があたり 、松見守道 ・阿久井長則が写真撮影を担当した。

発掘に際して岩蔭に鉄パイプの足場の枠組を吉村政毅が担当したが、この設備は爾後調

査状況の撮影、現場の照明その他に非常に役立った。

測岱は日隈倣が予備調査に引続き担当した。

2 祭祀遺跡の構成

比較的緩かな傾斜をなす島の南西側に南北に流れる 2つの稜線でつくられた細長い谷地

形の標高90mあたりにやや平坦な地域があり、そこに沖津宮社殿が鋲座している。この社

殿から南に10m北に40mにわたって山頂方向より崩落した石英扮岩の巨岩が累々と堆積し

ている。巨岩は高さ 7~ 8 mから10余mに及ぶものがあり 、突出するあり 、あるいは岩上

さらに岩を架するあり 、うっそうたる密林に包まれて昼なお薄暗い異様な環境をつ〈り出

している。ふり仰けば亭々たる密林の梢よりなお高〈突出した巨岩の白い頂が脇を浴ぴて

明る＜輝いて見える。古代の人々はこのような森厳な雰囲気をただよわせた巨岩のたたず

まいに神秘を惑じ、降神の祓札（蘇韮）と信じてこの一帯にあい次いで奉献品を棒げ重大

な祭祀をとり行なったのである。

昭和29年 5月から着手された第一次第二次調査によって奉献品を埋蔵する祭祀遺跡19個

所が確認されたが、これらは沖津宮周辺からその北方にかけての巨岩上、あるいはその蔭

に集中していて、前回の調査ではこれら祭祀遣跡に関係のある巨岩9個所をあげ、 A号～

18 



宕」•姐跡 (17 ・ 18号）

1号の名称を附している。

沖津宮社殿北側のB号巨岩の下に一種の洞穴があり 、ここから諸種逍物が発見されたの
おかなぐら

で古来御金蔵 (4号遺跡）と称されて知られてきた。 ここから大社辺津宮に移されたもの

の中には渓式鏡、金銅製雛形織機、金銅製香炉状品などの俊れた奉献品があって注目され

ていた。従って近世以降は沖津宮の祭祀遺跡としてはこの御金蔵だけが大きく認識されて

きたのであった。しかしながら前回までの学術調査によってその規模ははるかに雄大で、

その初現は今までのところでは4世紀代にまでさかのぼることが明らかにされた。また今

回の調査によって祭祀遺跡が新たに発見され、 21個所が計上されるにいたった。

これらの祭祀遺跡はそのあり方から次の 3種類に分類することができる。

(1) 巨岩上における祭祀

最も高所にある 1号巨岩を中心とする祭祀で16・ 17 ・ 18 ・ 19号逍跡がこれに属する。

なかでも17・ 18号遺跡は漢式鏡や碧玉製腕飾などを主体としており、現在まで判明し

ている追跡の中では最古のもので4世紀後半から 5世紀代にかけて奉献されたもので

ある。

新発見のF号巨岩上の21号遺跡もこれに属する。

(2) 岩蔭における祭祀

19 

祭祀の場所が地上に下ってきて巨岩の蔭に奉献品をならぺて臨かれた状態で発見さ

れる。前回調査の 7・ 8号造跡、今回調査の 5・ 6号遣跡がこれに属する。 7・ 8号

遣跡では武器 ・エ具 ・馬具 ・滑石製臼玉などが主体となっている。エ具 ・馬具のなか



岩蔭辿跡 (5・ 6号） 露天逍跡 (1号）

には朝鮮半島南部地域の古墳出土品と同類の将来品が含まれていて注目される。ほぼ

6世紀代に行なわれた祭祀形態であるが、今回の調査では 5号追跡で7世紀から 8世

紀に及ぷ須恵器 ・土師器を多〈奉献した事例が発見されて祭祀が歴史時代にまで継承

されていることが確認された。

沖ノ島の祭祀遺跡の多〈はこの岩蔭の祭祀に属し、 3・ 4 ・ 9 ・ 10 ・ 11 ・ 12 ・ 13 ・ 

15 ・ 20号遺跡が確認されているが未調査である。

(3) 露天における祭祀

巨岩の密集地域をはずれて 1・ 2 ・ 14号のよ うに露天の緩斜面に須恵器を主体とす

る土器を集積したような状態の遺跡がある。壺 ・甕 ・器台などの奉献土器がほとんど

破片となって集積されており 、これが祭祀の跡か、あるいは祭祀に使用した後に一括

してこの場に集積されたものか後日の調査をまたなければ決定出来ないが、いずれに

しても表面観察では6世紀後半から 9世紀近くに及んでいるようであるから、岩蔭遣

跡で発見されるものとの対比が必要である。

沖津宮社殿南側、 A号巨岩下の 3号遺跡は岩蔭と露天の両方の状態を備えていて、

土器が集積されているが、遺跡の性格としてはこの場合に属するかも知れない。

以上のように沖ノ島の祭祀形態は一様でなく時代とともに変遷しているが、6世紀以降

の状態に未知の部分が多く残されている現状である。今後はこの方面に究明の手を進めて

現在にまで継承されている沖ノ島祭祀の歴史的実態を明らかにする必要がある。
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3 6号遺跡

沖津宮社殿前から燈台への道を登って行くと右手にB・C・Dの三巨岩がそそり立って

いる。 C岩と D岩の間には平坦地がある。この平坦地の南端、C岩の北側の岩蔭が6号逍

跡で、C岩の西南側が5号遣跡である。6号逍跡は5号遺跡より約1.5m高いところにある。

岩蔭は束西5.8m、南北3.lmの広さがあり、ここに祭祀の場をつ〈っている。C岩は高さ

10.54mをはかり、その基底部より北に約50゚ の角度で立上っており、これが庇となっている。

この庇の下の平坦部が6号造跡で、西側が低〈なり、現在5号遺跡の方に通じる穴があい

ており、雨水は 5号遺跡の方に流れる。

庇下の平坦部には、地山の上に小石をならぺて祭拉のごとき造構をつ〈 っている。南北

2.lm、束西3.8mの長方形のプランである。この辿構の外に0.8mの幅の溝があり 、その外に

さらに小石をならべて外よりの土砂の流入を防ぐ土留めの役割をしている。この溝の上は

C岩の突出た庇の先端で雨落部となり、雨水が流れるためと、これをも って一つの区画と

なしたものであろう。

逍物は中央の祭坦状遣構の上に器いてあったが、降雨のはげしい時に土砂と共に 5号逍

跡の方に流れてしまったものもあろうし、古〈から露出して持ち去られたものも少なくな

かったと思われる。

西側には土師器の壺が、その東に器台が骰かれており、鉄製品はかなり広範囲に散乱し

ていた。この中に鉄鎚片4片が含まれており、幅5.5cm厚さ0.5cm復元長30cm内外と考えら

れる。金銅製の銃や小形細頸壺、鉄製小鏡などは中央部巨岩に接して箇かれていた。滑石製

品の出土は少なく 、形代の小形剣形品と斧形品がそれぞれ一個出土している。金銅製歩揺

付雲珠は東側奥で発見された。この類のものは前回の調査で7号、 8号遺跡から出土して

おり艇州 ・金冠塚などからも発見され、新羅よりの舶載品と考えられる。

出土の逍物を総観して、この遺跡で祭祀の行なわれたのは6~7世紀とすることができ

よう。

6号遺跡の主な出土品

金銅製碗・小形細頸壺 歩揺付雲珠

雛形鉄刀・ 刀子鉄~鉄製くつわ

滑石製剣形品・斧形品・平玉・臼玉

ガラス製小玉絢貝製装身具

土師器（大形壺・小形壺） 須忠器（器台）

22 
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6り姐跡(1,．：）と 5号逍跡（イi

4
 
5号遺跡

5号追跡は 4号遺跡（御金蔵）のB岩、6号遺跡のC岩、さらにC岩下の大石の三岩石に

かこまれた長方形の平坦部にいとなまれたもので、C岩が奥壁となり 、平坦部の上を庇状

に裂っている。奥行約8.lm、幅（南北）約5.2mをはかる。

5号遺跡は6号遺跡より低く 6号側の穴を通して上からの土砂の堆積も考えられるので

造物の中には 6号遺跡からの流れこみを考えておく必要がある。地面上には特に施設は認

められないが、須恵器が多爵に発見された岩蔭南半部に平石が置かれていたようである。

造物は平坦部全面に散らばり 、須恵器を除いて原位置をとどめているものは少ない。金

銅製小形細頸壺 ・同小盃は 6号逍跡に通ずる穴の近〈にあり 6号遺跡からの流入かも知れ

ない。須恵器は東南部に一括握ま ってあり、出土の状況から当時の配列状況を復原するこ

とができる。

かたし，，

金銅製、銅製、鉄製の形代は破片となって岩蔭の全而に散布していた。滑石製の平玉 ・

臼玉も同様に散布した状態で出土している。

5号遺跡からは前に述ぺたように特笙すぺき発見がある。それは金銅製龍頭であって、

4月の予備調査の際、B岩のそば、中央よりわずか入口よりの所で一対発見されたのであ

る。龍頭は向い合ったように罹かれていたが、 10月の調査の際に再ぴ原位匹に置き附近を

調ぺたが、これに附属すると考えられるものは発見されなかった。 しかし近くから金銅製

品が多量に出土 しているので、或いはこの中に附属するものがあるかも知れず、

後の研究に待ちたい。

これは今

次いで重要なのは唐三彩の発見であろう。 これは 5号遺跡の西側入口附近より奥壁近く

まで小片になって散乱しており 、計18片を採集することができた。 この18片は接合すると
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径 9.6cmの長頸花瓶の口辺部とな

るが、前回の調査時に 7号遺跡で

発見された 4片もこれに接合する。

同一個体の破片が約20mも離れた

別々の岩蔭にあることは理解に苦

しむところがある。

金銅製龍頭と唐三彩は別項に杉

村勇造 ・小山臼士夫両氏の解説が

あるのでそれによられたい。

5号遺跡出土の土師器 ・須恵器

は6号遺跡のものと近似した形式

である。この時期の祭祀の遺物が

主体をなすものと思われるが、流

れこみと考えられるものもあり、

前同の出土品とつながる l~fご彩

何回かの祭祀が考えられる。なお 5号と 6号を区画する岩の上面凹みから鍬形石が発見さ

れたことは注目せられる。また明らかに中世以降の鉄製鰐ロ ・鉄製三叉鉾、銅銭などがあ

り、古代の祭祀の場に中世以降になっても奉献が行なわれていることが認められる。

5号遺跡の主な出土品

唐三彩 18片

金銅製龍頭 1対

金銅製小形細頸壺・小形盃・人形

鉄製小鏡・形代（斧・刀・刀子・矛）

碧玉製鍬形石片・車輪石片 硬玉製勾玉

滑石製平玉・臼玉 ガラス製小玉

土師器 （壺）

須恵器（器台 ・甕 •長頸壺・ 高杯）

銅銭（宋銭その他）

鉄製鰐ロ・三叉鉾
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5 正三位社前遺跡

船箔場より20m登ると社務所前の平坦地に出る。その南端に正三位社の石祠が鎮座して

いる。この祠は島の基盤をなす中世代粘板岩層の上に堆積した崩石土の上に構えられたも

ので、その南側は海蝕によって絶壁をなしており、波風にさらされているため絶えず徐々

に崩壊している。たまたまこの崩壊しつつある瀧而」：端に士師器の小形丸底甜と鉄~が霧

出しているのを発見し、放置すれば次回の調査までには崩落し去ってしまう危険があった

ので応急調査を行なった。この逍構は特殊埋蔵遺跡で、 11'1地表から30cmばかり掘り下げた

土墳を設け、その中に鉄鎚を埋納したものであった。土渡の大きさは照而を十分確認する

ことができなかったが、約70cm程度の径をもつ円形土壊であったらしい。すでに土峨の三

分の一近くは崩壊しているようで、また土il黄の縁辺も崩れているので蓋石が堺内に沈下し

ていた。壊内には撥形の鉄鎚8枚が横方向に重ねた状態で据え箔かれ、一部はすでに割れ

落ちている。長さは18~20cm〈らいである。また一枚の鉄錢；は20cmほどはなれt..::t廣内に平

た＜沼かれており計9枚となった。

壊内にはこのほかに鉄刀子、鉄片、土師器小形丸底tIt二個体分があった。

土壌は島の上方に露出している石英粉岩の割石を三枚寄せて菟石とし、源の周辺はさら

に割石を集梢していた。土1廣の中央は蓋石がな〈、すでに崩落したと思われ、当初はおそ

ら〈 4~5枚の蓋石をかぷせていたものであろう。

また土壌のすぐそばの崖而には土師器小形丸底ttt1個が、ややずれ落ちた状態で発見さ

れた。おそらく土壊の菟石上に据え置かれたものであったろう。盗石の間には小さな磯石

1個が詰められていた。

これまで鉄素材としての鉄鎚は16号遺跡から 2例（一つは長さ43cm、一つは31cmでいず

れも完存長ではない）の発見があり、九州本土では福岡県糸は郡御床松原逍跡に類品の報

告があるが、極めて珍らしい。畿内及ぴ南鮮の古培にはかなりの出土例が報告されており

一般に 4~5世紀代に大和政権の半島進出にともなって半島南部から鉄の素材としてもた

らされたものと云われているが、そうであるならば沖ノ島の海上交通上の位間と 、そのい

仰を考える上で極めて意義深いものと言えるであろう。土師器の形態的特徴が示すところ

ではこの遺跡を 5世紀中葉頃に比定することができるが、沖ノ島の祭祀追跡の多〈が沖油

宮周辺の巨岩に奉献されているので、この逍跡が異っていることが注意されるのである。
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VI 主要遺物とその解説

5号 ・6号遺跡、正三位社前遺跡の項で述ぺたように、出土の遺物の種類は多岐多様に

わたっている。いまこれらの遺物の中で主要なものを選ぴ、その性質について解説をここ

ろみたい。

金銅製龍頭については杉村勇造氏、盾三彩については小山冨士夫氏が精細な解説を寄せ

られたが、その他の逍物については逐次研究を進め後の機会に解説できると思う。

金銅製龍頭 一対
43 



1 金銅製龍頭

杉 村 勇造

昭和44年4月予備調査のため渡島した松見守道氏は試作した電波金属探知機を携行した

が、4月4日5号遺跡の岩蔭で試験中に本品を発見した。

この一対の金銅製龍頭は内部が空洞の筒形となり、長さはA型20.0cm、B型19.5cm、径

はA型4.7cm、B型5.2cm、高さはA型10.2cm、B型11.3cmで装飾文様も多少異なり、 二つ

の型から鋳成されたものである。前部の口は開き、上唇は鳥の嘴のごとく尖つて長く伸ぴ

て上方に曲り 、下唇lt舌状に下方に垂れ屈折している。口の内側中心に鉄の丸棒を挿入し
た孔 （径1.0cm)があり、 Bには鉄の断片が詰っている。

また後部の円筒形部分に後端からAはI.3cmBは1.0cmの横面に鉄銹のついた孔（径 0.3

cm)があり、木棒の留金とした鉄釘の痕であることがわかる。円筒形部分の径は 3.1cmで

木棒差し込みの深さは14.5cmである。

龍の牙は大きく口元より上方に屈曲し、その前後に小牙各一本があり、後方に泊形が辿

つている。口部の後方や下部は羽状の彫りを施し 、 腹部はいわゆる蛇腹で13組の~を刻し

ている。 (43頁写真および表紙原色版参照）

この金銅製 （筒形）龍頭の時代及ぴ用途について些さか考察を試みたいと思う。

(1瀧の様式 ：龍の様式は時代によって変化する。殷 ・周時代はさて覆いて、淡時代に

なると龍は石刻 ・瓦碑等の造物に見ることができるが、その頭部の口は鰐の前唇のごとく

先端は上下唇ともにやや凸起しているものが多い。魏 ・晋時代には参考とすべき龍頭の造

品はないが、 東晋の顧惜之等の画人は道教の典隆によって龍画を描•いたという記載がある。

北魏時代の山西省大同の雲岡石窟には佛甜 ・石柱または天井などに龍を彫刻したものが

多数残存しているが、これらの龍形は上唇は長〈上方に屈曲しているが、下唇は短かくて

屈曲しているものはない。角は一角のものが多〈、耳が長く突出ているのが特長である。

これらの雲岡石窟の造物は西紀460年から500年頃に製作されたものであるから、これら

の龍頭はその時代の一様式と考えられる。

しかるに山西省太原に近い天龍山石窟群の中で、束媒時代(534-550)の石窟と考えられ

ている第2窟の束壁 ・西壁にある佛翁の両側に垂れ下がる龍頭は、いずれも上唇は長く島

嘴状をなし、下唇も烏嘴状で下方に屈曲し、口辺のII艮窃や後方の羽状の彫、一角などは今

回出土の金銅製龍頭にきわめて類似している。

これにつぐ遺品としては束京国立博物館所蔵の法隆寺献納御物中に、六朝時代の造品と
しようと

伝承されてきた礁斗があり 、この礁斗の柄は龍頭となり、その口唇は烏嘴形をしている。

また 7世紀の製作といわれている龍頭水瓶もあり 、その上唇は上に捲いて屈曲し、下唇は

短い。一角で眼窓の上線は窟士山形に三折している。

以上の諸逍物を比較してみると、今回出土の金銅製龍頭は6世紀中頃の様式であると想

44 
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甘粛省敦煙石窟第159窟吐蕃王出行図( 8世紀末 • 9世紀初） （r新定三粒胞旗図J咎第9ー北宋時代ー）



定されるのである。

(2)金銅製龍頭の用途 ： 中国では旗織類の竿頭に金銅製龍頭を用いることが古代から行

なわれ、『大唐六典』巻17の項には「旅首金龍頭、御錦結綬、及緑委帯垂鈴」の記事があり 、『大

明令典』巻182には「凡歴 ・ 幡 • /j薔・節等、挑竿銅龍頭、倶以鉄為鈎」の記事がある。（前者は

唐の開元年間(713-741)、後者は明の弘治年間(1488-1505)に編簗された。）これらの記事

によって金銅製龍頭は旗類の竿頭を飾るものであり、龍頭の口部の鉄片は鉄鈎の残痕であ

ることが了解される。

これを仮に旗首類の飾りとして考え、中国側の文献を見ると、耶馬台国の記事の出所で
ナシ 9

ある『媒志』倭人伝には、景初6年(245)に倭の難升米に黄憧を賜わる記事があ り、 『宋書』

倭国伝の元嘉28年(451 )や『南斉忠d委国伝の建元元年(479 )等には「使持節都瞥倭 • 新羅 ・

任那 ・加羅 ・秦韓 ・架韓六国諸軍事 ・安束大将軍」というように、わが天皇に対しおそら〈

一方的に日本 ・韓国の都瞥大将軍に任じているので、あるいは旗織の一種である「節」を贈

ったかも知れないが、この時代の龍は様式が相違しているし、また節が一対であるとは考

えられない。

ところが、東魏(534-550)の滅亡後わずか12年後である欽明天皇の23年(562)の『日本祁

紀』巻19の項には

「八月、天皇逍大将軍大伴辿狭手彦、領兵数万、伐干高麗、狭手彦乃用百済計、打破高

麗 ：具―:f．踪瑞而逃、狭手彦遂乗勝以入宮、盛得珍宝 ・訛賂 ・七織帳 ・鉄屋、遠来、以七

織帳、奉献於天皇、以甲二領 ・令飾刀ニロ ・銅錢鐘スロ・・1i色幡二竿、美女媛井従女吾

用・了、送於蘇我稲目宿禰大臣、於是、大臣納こ．．女以為要、居軽曲殿」

（八月、天皇大将軍大伴連狭手彦を追し、兵数万を領せしめ、高麗を伐たしむ、狭手彦乃

ち百済の計を用ひ、高麗を打破す、其の王船を蹄へ逃ぐ、狭手彦遂に勝に乗じ以て宮に入

り、盛＜珍宝 ・訛賂 ・七織の帳 ・鉄屋を得て遠り来る、七織の帳を以て、天皇に奉献し、

Fflご領 ・金飾刀ニロ ・銅錢鎧三．ロ ・五色幡二竿と美女の媛井に従女吾田子を以て蘇我の稲

目の宿禰大臣に送る、是に於て大臣二女を納れて妻と為し、軽の曲り殿に居らしむ。）

の記事があって、 ：fi色の幡二．．竿が高句麓の王宮から戦利昴としてわが国に伝えられたこと

が明記されていることは注目に値する。
5ょう

束魏は黄河の北方にある鄭（今の河南省臨澤県西約30粁）を都とし、当時裔句麗は年毎に

束線に朝費していることが『北史』に記載されているので、或はこの五色の幡二竿も東魏か

ら賜わり嵩句麗の王宮に宝蔵されていたことも想像されるのである。

沖ノ島出土の金銅製龍頭が一対であり 、龍の様式が束魏時代と合致するので、この五色

の幡二竿が宗像大神に奉献されたという仮説も、当時の半島との軍事関係を考えるときに

成立つのではあるまいか。
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唐三彩花瓶（束京国立博物館蔵）

ヽ
5号遺跡出士の府＝．：彩破I'，・

'.-
（ 」 ： ）沖ノ 島出土品( 7号 • 5 号遺跡出士品）
(1‘.）左臣l唐三彩のn緑部



2 唐三彩

小山冨士夫

玄海の孤島の沖ノ島からはいろいろと珍らしいものが発見されているが、唐三彩が18片

発見されたということは世界を驚かすに足るビッグ ・ニュースである。

昭和29年沖ノ島の最初の学術調査が行なわれた時、7号遺跡の岩蔭から三彩が4片発見

された。私が初めて実物を見たのは30年だったか31年だったかはっきりとは記憶しない。

菩三彩のようだが、奈良三彩かも知れないし、どちらとも断定ができなかった。当時唐三

杉が洛陽 • 西安以外の土地から出土した例を知らなかったし 、 また奈良三彩もあまり見て

おらず、その区別は漠然としていた。

唐三彩は唐でも盛唐時代だけにつくられたものらし〈、唐の古い都、あるいは西の都の

快西省長安（今の西安）と、後の都もしくは東の都の河南省洛陽から主として発見され、そ

れ以外の遺跡で発見された例は極めて少なかった。

昭和37年私はヨーロッパ各地を歴訪したが、イタリ ー北部のファエンツアに行った時、

国際掏磁拇物館に陳列してあるスエーデンの考古学者のマルティン博士がカイロの南郊の

フォスタットで採集した隔片約 3,000片の中に、唐三彩が2片あるのを見て驚いた。また

昭和42年 2月、当時の平城宮跡調査部長の杉山信三博士が奈良大安寺の一角から唐三彩の

破片を 120余片発見された。大安寺出土の唐三彩はいずれも俗に書枕とよばれている長方

形の小箱の残片で、どれも火災にあって釉面が焼けただれている。その中には練上げの素

地の上に藍彩のかかったものなど、かつて見たことのない唐三彩がいくつかあり 、戦後の

大きな発見の一つとされている。

戦前知られていた奈良三彩は正倉院南倉にある三彩五点の他、大阪府茨木市安威大織冠

山で発見された骨壺（重文 ・東博蔵）、大津市南滋賀廃寺址、崇福寺址出土の盤 ・陶片ぐら

いのものだった。しかし戦後は三重県鳥羽市神島、奈良の平城宮跡、興福寺一乗院址、 大

安寺址、法隆寺金堂基擦の他、わが国各地からかなりの数の奈良三彩が発見されている。

これらの査料を見て私は数年前から沖ノ島出土の三彩は唐三彩ではないかと思うように

なった。

昨年10月私は三笠宮殿下にお伴して沖ノ島を見学に行き、新たに発見された10余片の陶

片を見て唐三彩に間違いないと確信をもつようになった。特にメタリオンの細片が9片発

見されたことはたしかに盾三彩であることを立証するものである。現在発見されているの

は花瓶の首部の残片と推定されるもの7片と胴に貼付けたメタリオンの剥落した細片が9

片と底部ではないかと思われる破片が2片だが、残余の陶片は一体どこにいったのだろ う

か、将来発見されることを熱望してやまない。
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3 鍬形石

5号と 6号逍跡の境をなす碁岩上の凹み穴に破片として無雑作につめこんだ状態で発見

され、 一部は霧出していた。 5個の破片を接合すると鍬先部の周囲が若千不足しているが

ほぼ完形（全長約16cm)になった。緑色狩王岩製で破損面も風化しているのでこのような

納附状態が敢近のしわざとも，思われない。先端の小破片は 5号逍跡に流入していた。

形態は通有のもので頭部と腹部に節がある。頭部にご條の細い平行線をめぐ らし、背而

には縦方向の溝をつくっている。 中央の穴は縦方向7cmの卵形に細長〈穿たれて、序み 2

cmをはかる。腹部の節につつ＇〈鍬先部は先端でひろが って復原幅10.5cm、J豆みは6mmと餅

〈なっており、 11II)面観はJ'i・方に反っている。

石製腕飾りのなかでも鍬形石の発見は九9)11では大分県北海部郡佑賀関町猫塚古梢で文久

3年に2個発掘された記録が残っているが、北九州では初めての発見である。沖ノ島の祭

祀が4-W：紀後半頃すでに畿内との交流のもとに始められていたことを物諾る荻訊な査料で

ある。
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鉄従 I. 19.0-22.3cm 

てってい

4 鉄筵

沖ノ島では、かつて16号遺跡から鉄板2枚が発見された。 1枚は現存長43cm、幅9.2cm、

厚さ0.7cm、他の 1枚は現存長31cm、幅8.6cm、厚さ0.6cmをはかり 、鉄鉗：と想定された。鉄

錢とは鉄の地金で、これを素材として各種の鉄器を製作するのである。

今回の調査では正三位社前から径70cm、深さ30cmの円形土濃中に土師器2個とともに鉄

鎚9枚が発見された。その内8枚はく くり合わせた状態で出土し、他の 1枚ははなれて出

土 したが、8枚の分は崖面に露出していたので、あるいはこのほかに落下 したものもあっ

たと考えられる。鉄鎚は最も長いもので長さ22.3cm、端の幅5.7cm、中央の狭くなったとこ

ろで4.0cm、短いもので長さ19.0cm、端の幅5.8cm、中央の狭くなったところで4.1cm、長方

形の撥形であるが中央の部分が狭くなっている。

この鉄鎚は九州の古墳からはこれまで発見された例がないが、昭和20年奈良市法華寺町

のウワナベ古墳の陪塚である高塚古墳（大和第 6号墳）から 872枚の鉄~が発見されて注意
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をひいたことがある。この内、大形品は30cmより 40cm位、小形品は16cm位である。これで

いえば沖ノ島16号逍跡出土のものは大形品、正三位杜iiij逍跡出土のものは小形品とするこ

とができる。

朝鮮半島のIt・i部、｝慶尚北逆 ・南近の1け代からこの種の鉄鎚が発見されており 、新羅の古

都、脱州市の金冠塚からは数r.i枚出土しており、大祁 ・1団寧の古がtにもあり、昭和44年釜

山市東菜の古梢より約行枚発見された。

16号辿跡、 JT．三位社1iij逍跡は 5|ll：紀代にあてられ、 H斡の交渉が最も盛んな時期で、日

本では鉄牛旅がはじめられていたとしても、いまだ大陸に鉄の素材をもとめることが少な

〈なかったのであろう。『El本・？樟山の神功畠后46年の條によると百済の肖古王が日本から
に 9よ や

の1吏、爾波移に「：／i．色の総絹各一l！口及ぴ角の弓箭．；If;ぴに鉄鉗四十枚」をおく ったことが記さ

れている。

沖ノ島発見のものが、大陸よりもたらされたものであるかどうか、現在分析などで明ら

かにする方法はないが、こう し た周圃の1;•Ii『から名えて一度日本にもたらされたものを改

めて奉献したと解すべき可能性は多い。

人形等の出土状況 (5号逍跡）

•^．函！
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5 形代類

（上）金銅製人形 h. 7.8cm、5.9cm、現長4.7cm

（下）金銅製小形鍬妬 h. 2. 0cm. h. l. 8cm 

これまで、滑石製の人形 ・馬形 ・舟形を総称して「形代」とよんでいる。 ミニチュアとし

て神に捧げるものであるが、鉄刀 ・刀子 ・斧などの雛形も広い惹味ではこれに入るであろ

うし、今回は滑石製の小形剣 ・斧形品も出土している。滑石製の形代類は前回多徽に採集

されており、将来また詳細に述べることがあると思う。

今回、金銅製人形3体が5号遺跡から出土したのは興味がある。そのーは長さ 7.8cm、

幅1.4cm、厚さ0.1cmで頭部が卵形、その二は長さ5.9cm、幅0.8cm、厚さ0.1cmで頭部は長方

形である。その三は頭部を欠くが現存長4.7cm、幅0.8cm、厚さ0.lcmをはかる。いずれも薄

い銅板を切って首 ・両手・両足をあらわし、鍍金したものである。奈良市平城宮跡よりこ

れと同一形式の木製品が発見されている。 『肥前国風土記』佐嘉郡の條に、荒ぷる神に山田

の土をとって人形 ・馬形をつくってさし上げたという記載がある。土 ・滑石 ・金銅の材料

の違いはあるにせよ神々の鎮魂、人々の安全を祈る祭りの場に捧げられたことが想像され

るのである。
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人而のある須淋器器台とtll文土師器 (5号遺跡：仕l;）



5 号•6号逍跡の土師器 ・ 須恵器

6サ

h.29cm 

5り・

h. 41cm 

5サ・

h.40cm 



5号・6号・正三位社iiij逍跡の土[:i|i器 ・須、恵器

5号

h. 16cm 

5 J,~· 

h. 13cm 

5号

h. 7cm 

5号
h.Scm 

5号

h. 16cm 

6号

h. 17cm 



5 号 • 6号辿跡の対（恵器器台

5サ
h. 22cm 

5サ

h. 37cm 

6 ・IJ・ 
h.27cm 

5号
h.33cm 



5サ ・ 6号追跡(/)a•他：盛lミ碩咄；：



須恵器出土状況 (5号遣跡）

6 土師器・須恵器 一奉献土器一

これまで土器類は1• 3 ・ 4号遺跡では報告されているが、岩蔭遺跡では見ることがで

きなかった。今回調査で5号逍跡の東南部に一括まとまって発見された。これらはセット

をなしているばかりでなく、奉献当時の様子をそのまま示していることは注目されること

であった。

土Rili器は格子目、たたきの印文の丸底壺が3個出土している。須恵器は長頸壺が6個分

高坪は 2個、大甕は 5個体ある。器台は 4個、大小2種類で、須恵器第II様式にみる大形

器台とは違った特色をもつ。その一つには人形の顔面が刻画されていた。小形の器台には

土師器の丸底壺がのっている状況で発見されたが、大形の器台には大甕がのっていたこと

が想定される。印文の土師器も今後問題になるものであり、須恵器も 6世紀後半より 7世

紀にかかるものと考えることができる。
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6号遺跡の銅製品
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4.銅椀



5号遺跡の銅製品

1.令銅製盆 2.令銅製小盃 3 ・ 4.金銅製飾金具 5. ii引製小形細見 6.金鍛製飾金旦

＾ 

l----口

J

9
 

9

/

イ．

-．ン．、，
f

．

一

i
い

、

J• 
• 
9
 

．
 

＇ 

ヘ．，

f
P
 
•• ,

.
 

峯
令
＾
＼

．
 

．． ,t..＇ 

、*＇,．ヽ

．．
 

.
,．．．，ー`▲

．
 
．
 

.

-

"
・
 

-

.

.
 
？
”
.
 

L
-

．｛
.
｀
,
i
t
,

、さ
，．．
．
f
～

•‘. 

・
対
ぷ
芯
，
マ
・
ゲ
．
J

．、

L

-

．．
 
i

、

贔

~
 ・ヽ，
．
．
 

．．
 し
、

合
｀,• 
凡

．．
 
、

噸

3
 

2
 

4
 

＼ 

0 I 2 3 
I I I I 

-' 

t
 
5
 

6
 



ー
人
'
’
J

¥
 •. 
-.-•. 
I
,＇`▼

i
 

)

に
心
;
‘
f
 

¥

I

 胃
一＞
^
[
 

9

1
 

0
0
0
0
0
 

ご
ぃ

e

の跡追号6
 
号



5号・6号遺跡の鉄製品

（鋭 ・形代委i一芹、矛、7]子、刀）

i•, 
,
 
.• 

9
 

’̀ 
9

.

 

，
．
ヽ
．
＾̂

.`
,
9
3
、

ふ

・・

・
，ヽ

・・

9

,

9
 

.

.
 1
,

 

`
.
‘
 

~
 
•.•• 

• 

9
 

ぐ

9

・

、.`
A

'
 

t
~ .• 

t

`

 

9~

1 

．

，

 

4.

~. 

'
·
ょ
~

,

<

、

t̀？．9,.,
．．
 
ヽ

.•
• 

・

・

o

 

，ヽ

9

9

,
 

．．
 

..

9.
~

• 

・ヽ

.9
,9,•,‘ 

.

＾

 

.
,
 

，

~
｀
~
ゃ
｀

9

~ 

9

1

,

 

A
 
,

'

▲

，

 

'ヽ
▲
＼
 

．
、
へ
，
~

｀
 

ー

ヽヽ・↑ ］ 

い）い

"---
、．~畷

盲 』謳
己璽■l

一 .. 



5号・6号逍跡の鉄製品
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5 号•6 号逍跡の鉄製品

1 ~ 9. i仕刀 11. 9より 12.環 13.つりばり 16.やりがんな 18・19.くつわ その他不明鉄器
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5 号•6 号遺跡の滑石製品 ・装身具類

1.剣形，¥,', 2.斧形品 3.平玉
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VII おわりに

玄界灘にうかぷ沖ノ島は、波洛をこえてくる人々には神島として映じた。前回の調査で

この島に縄文時代 ・弥生時代すでに人々が住んでいることが明らかにされた。古墳時代に

入ってこの神島では沖津宮を中心とする巨岩群が祭祀の場としてえらばれ、神々がここに

降りてこられるものと考えられたのである。はじめは18号遣跡のような巨岩上の遺跡から

はじまり 、8号 ・7号のような岩蔭遺跡がこれにつぎ、また北の比較的高所より 、時代が

下るにつれ、しだいに南方の低い場所に移ってくることが想定された。このため昭和44年

度は 8号 ・7号遺跡の南にある 6号 ・5号遺跡をえらぴ、次回はさらに 4号遺跡より下っ

て調査する計画をたてた。 6号 ・5号はともに巨岩の岩蔭遣跡であり、 6号では岩蔭に明

らかに石組みの祭檀の造構をみとめることができたのである。

6号遺跡では5世紀代のものと想定される半島南部の馬具などがあるが、出土の須恵器

などからみて6~7世紀の間に奉献したものであろう。

5号遺跡では祭培が明らかでなかった。遺物の中には6号からの流れこみもあることが

考えられるが、須恵器などはもともとの状態で奉献したものである。須恵器には 6号と同

類の器台があり、その製作地や編年についてさらに今後追求する必要がある。 5号遺跡の

年代も 6号とはあまり大差がないと考えられる。

この 6号遺跡からは、後の杉村 ・小山両氏の解説にあるようにきわめて重要な遺物が出

土した。ーは金銅製龍頭であり、ーは庖三彩である。金銅製龍頭はその様式よりみて、あ

きらかに中国製品で、束魏代(6世紀前半より中葉）を中心とする年代にあてられる。一対

そろって発見されたのは、これが遊離せず一組みの機能が知られていたのであろう。出土

の状態からみて須恵器とほぽ同じ時代の奉献と考えてよい。

もう一つの唐三彩は、5号からは18片発見されたが、前回調査された 7号遺跡の4片と

接合するものであり、長頸の花瓶の口縁部と底部とになる。唐三彩は唐代の開元 ・天宝代

{8世紀初頭）を中心とするものである。これが5号およぴ7号に何故わかれて発見された

のか疑問がのこる。当然この花瓶の胴の部分はどこかに未だのこされているはずである。

われわれは岩蔭の祭祀遺跡に、はからずもこのような豪華な中国大陸より舶載された遣

宝が奉献されたことを知り得たのである。

5号と6号の間の岩の凹み穴より鍬形石が発見された。これは畿内の前期古墳では石釧

・車輪石などとともに発見されるもので、ここでは前回調査された18号遺跡の鏡 ・石釧・車
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輪石などの遺物群とくみあわさる性質のものである。

正三位社の前の崖から土師器と鉄の素材と考えられる鉄錢廷9枚が発見された。これは土

璃中に埋納されたものと考えられる。かつて16号遺跡よりも大形のものが出土し、今回も

6号 ・5号遺跡から発見されているが、当時鉄を大陸へもとめた日本が、半島南部より輸

入した公符がきわめて多〈 、古代の日韓交渉を示す韮要な査料というべきであろう。

こうしてみると社務所前の縄文時代（前 ・晩期）、弥生時代（前 ・中 ・後期）の生活遺跡に

ひきつづき古瑣時代前期、 4世紀から 5世紀にかけて半島との交渉の盛んになるころから

祭祀逍跡があらわれ、その時期では畿内の重要な古培にみるような鏡や石製品などが奉献

される。鉄鎚もこの頃からあらわれる。岩蔭遣跡になると、 半島南部よりもたらされた馬

具 ・金製品が加わる。今回の岩蔭遺跡では金銅製龍頭 ・唐三彩のごとき索華な中国製品を

加えたのである。またこのころから須恵器の類も奉献され、奈良時代にひきつがれたもの

と考えられる。

数世紀にわたるこの島の祭祀は、その内容や 「日本害紀」などの記事からみて、大和朝

廷の大陸交渉の韮要な時点における祭祀であったと考えられる。

しかし、この島にかかる追宝をはこぴ、この島を神島として守ってきたのは宗像君の領

域にある宗像およぴ大島沿岸の漁民の人たちであった。私どもは今もその信仰が脈々とし

て伝えられていることを感ずるのである。

三笠宮殿下を囲んで参加隊只—•同

67 



調査期間中に遠路はるばる現地御視察を賜わり 、御指就・御激励をいただきました

三笠宮殿下をはじめ諸先生方並ぴに関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

今回の調査に参加された方々は次のとおりであります。長期にわたり困苦欠乏 ・重労慟

に耐えて整然たる調究活動を進め、済実に立派な成果を挙げられました。 ここに厚く感謝

いたします。

第 1 回予イ~ii調究（昭和44年 4 月）

出光泰兒小野雅一 松見守道末松直介

日隈撤 吉村政義岩本仁太郎

宇都宮膵斎藤悴佐藤市五郎

第2回予備調介 （昭和45年5月）

岡崎敬小田鈷士雄佐旧茂松本雅

出光泰亮井上団平小野雅一

松見守道末松直介

日隈骰 吉村政義窟永武昭山野消信

宇都宮弾斎藤 1享佐藤市五郎谷川伊藤吉武貞夫十時元

第 3次第 1回調壺（昭和44年10月）

岡崎敬小田富士雄佐田茂松本樅黒野婚

橘昌信伊藤奎二 柳田康雄戻子田寛光枝房敏

松見守道井上団平石塚正治阿久井長削 山本政東中倉民男

末松直介米山芳夫

日隈微吉村政義亀田満興侶武光

宇都宮弾斎藤惇吉武貞夫谷川伊藤吉田重三郎木藤隆三

視察

三笠宮殿下

森田実渡辺正気藤原正羽立誠

小山涵士夫松本雅明広田安雄

石田正実松尾梅雄内田澄末松良介

久保輝雄＋時元
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